
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 315 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 論理・表現Ⅱ ２ 第 2学年 

Vision Quest English Logic and 

Expression Ⅱ HOPE 

Vision Quest 総合英語 3rd Edition、 

Vision Quest 論理・表現Ⅱ  Hope 

WORKBOOK 

精選学習 文法・語法・ｲﾃﾞｨｵﾑ・会話表

現 文法・語法問題６００及び Hand 

Book 

3rd Edition 英文法・語法 Engage 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・予習をしていることを前提に授業を進めていきます。 

・1 年生で学習した知識・技能を深めるとともに、既習の文法や表現方法をさらに定着させて、学んだことを用いて伝えたいことを表
現する力を養います。 

・話すことや書くことを中心とした総合的な言語活動を通して、英語でコミュニケーションを図るために必要な発信能力を強化すると

ともに、情報や考えなどを工夫しながら論理の構成や展開を工夫して伝える能力を養います。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第２学年】 

領域 聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・相手が言ったことを

正しく聞き取れる。 

・やや難しい、速い英

文を聞き、正しい解

答を選べる。 

・発表者・発言者の

発言を正しく聞き

取れる 

・つなぎの言葉の使

い方を理解して読

むことができる。 

・文と文の関係やパ

ラグラフの構成を

理解しながら読む

ことができる。 

・文章の要点をつか 

むことができる。 

・与えられた状況で、適

切に話し伝えられる 

・自分の身近なテーマ

について、自分の意見

を、適切な表現で伝え

られる 

 

・与えられたテーマに沿って、情報

を調べ、英語で発表する準備を個

人単位、グループ単位でし、必要

な調整や修正を加え、より良い発

表を作り上げていくことができる 

・用意した原稿を基本とし、原稿を

覚えたまま発表するのではなく、

より伝わりやすく、自分の言葉を

加えながら発表することができ

る。 

 

・学んだ文法を的確に

使って文を書ける。 

・与えられた課題につ

いて文章が書ける。 

・パラグラフの構成

を考えながら文章

が書ける 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

［知識］ 

英語の特徴やきまりに関する事項及びその働き

や役割を理解している。 

［技能］ 

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主

張などを論理の構成や展開を工夫して，詳し

く話したり書いたりして伝え合うことがで

きる技能を身に付けている。 

目的や場面，状況に応じて，自分の意

見や主張などを論理の構成や展開を

工夫して，詳しく話したり書いたりし

て伝え合っている。 

 

外国語の背景にある文化に対する理解

を深め，聞き手・読み手など他者に配慮

しながら，主体的・自律的に表現しよう

とている。 
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上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに A，B，C で評価し，学年末に 5 段階評価の評定にまとめる。 

学習に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価する。 

【評価対象】 

(a) 授業中の活動への取り組み状況 

  (b) パフォーマンステスト：発表（スピーチ・プレゼンテーション）・ディベート・ディスカッション 

  (c) ノート・ワーク・レポート等の提出物 

  (d) ペーパーテスト：小テスト・定期考査等 

【評価結果】 

A (3)：十分満足できる状況 

B (2)：おおむね満足できる状況 

C (1)：努力を要する状況 

 

４ 学習の活動 

学

期 

課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

 

Lesson 1 

What is 

your future 

goal? 

 

Lesson 2 

What 

school 

events do 

you have? 

聞くこと 

a: 会話の音声を聞いて、内容を聞き取ることができる。 

b: 会話の音声を聞いて、話者の気持ちや重要な情報は何かを考える

ことができる。 

c: 発話を聞き取り、内容を理解しようとする態度が見られる。 

授業内小テスト 

（リスニング） 

読むこと 

a: 様々な「つなぎの言葉」の用法を理解し，論理構成を意識して，ま

とまりのある文を理解する。パラグラフの基本構成を学び，列挙・

順序のパターンを理解する。 

b: 子供の理想の仕事について書かれた文章を読んで，適切な主語の

使い方を理解する。学校で新しい友達を作る方法について書かれ

た文書を読んで，適切な動詞の使い分けについて理解する。 

c: 学習した事項を理解し，論理構成を意識して，まとまりのある文を

理解しようという態度が見られる。 

定期考査 

（リーディング） 

授業内課題 

話すこと 

(発表) 

a: 単語を正しく発音することができる。意味の区切りを意識して話

すことができる。抑揚やアクセントを付けて話すことができる。学

習した表現を正しく使うことができる。  

b: 様々な「つなぎの言葉」の用法を理解し，論理構成を意識して話

す。 

c: 学習した表現や文法を用いて、自分の意思や考えを相手になんと

か伝えようとする態度がみられる。 

授業内活動 

（スピーキング） 

書くこと 

a: 主語の選択や主語になる名詞句，形式主語の概念を理解し，適切な

文を組み立てることができる。自動詞と他動詞を使い分けたり，

群動詞を適切に用いたりして文を組み立てることができる。 

b: 様々な「つなぎの言葉」の用法を理解し，論理構成が分かりやす

く，まとまりのある文章を書くことができる。パラグラフの基本構

成を学び，列挙・順序のパターンを用いた論理的な構成やつなぎの

言葉を適切に用いて，書いて伝える 

c: 学習した表現や文法を用いて、自分の意思や考えをなんとか伝え

ようとする態度がみられる。 

定期考査 

（ライティング） 

授業内課題 

中間考査 

Lesson 3 

Who is the 

best 

athlete? 

 

Lesson 4 

Is social 

media safe? 

聞くこと 

a: 会話の音声を聞いて、内容を聞き取ることができる。 

b: 会話の音声を聞いて、話者の気持ちや重要な情報は何かを考える

ことができる。 

c: 発話を聞き取り、内容を理解しようとする態度が見られる。 

授業内小テスト 

（リスニング） 

読むこと 

a: 現在・過去・未来を表すための適切な動詞の形や文の構造を理解す

る。義務・必要・推量を表すための助動詞を用いた適切な文の形や

構造を理解する。 

b: スポーツの歴史について書かれた文章を読んで，時を表す表現の

概念を理解する。ソーシャルメディアの使用で気を付けるべき点に

ついて書かれた文章を読んで，様々な助動詞の概念と文の構造を理

解する。 

c:学習した事項を理解し，論理構成を意識して，まとまりのある文を

理解しようという態度が見られる。 

定期考査 

（リーディング） 

授業内課題 
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話すこと 

(発表) 

a: 単語を正しく発音することができる。意味の区切りを意識して話

すことができる。抑揚やアクセントを付けて話すことができる。学

習した表現を正しく使うことができる。  

b: 自分の好きなアスリートと業績について，また、高校生のソーシ

ャルメディアの使用について、適切な時制を表すように動詞を活

用し、様々な助動詞の概念と文の構造を理解しながら、自分の意見

や考えを伝える。 

c: 学習した表現や文法を用いて、自分の意思や考えを相手になんと

か伝えようとする態度がみられる。 

授業内活動 

（スピーキング） 

書くこと 

a: 現在・過去・未来を表すための適切な動詞の形や文の構造を理解

し、義務・必要・推量を表すための助動詞を用いた適切な文を書く。 

b: 自分の好きなアスリートと業績について，また、高校生のソーシ

ャルメディアの使用について，パラグラフの構成に意識して詳し

く書いて伝える。 

c: 学習した表現や文法を用いて、自分の意思や考えをなんとか伝え

ようとする態度がみられる。 

定期考査 

（ライティング） 

授業内課題 

期末考査 

 

Lesson 5 

How does 

overusing 

energy 

affect us? 

 

Lesson 6 

What are 

some 

culture 

differences? 

 

Lesson 7 

Do all 

Japanese 

people need 

to speak 

English? 

聞くこと 

a: 会話の音声を聞いて、内容を聞き取ることができる。 

b: 会話の音声を聞いて、話者の気持ちや重要な情報は何かを考える

ことができる。 

c: 発話を聞き取り、内容を理解しようとする態度が見られる。 

授業内小テスト 

（リスニング） 

読むこと 

a: 名詞を修飾する様々な表現を理解し、情報を追加する様々な文の

構造を理解しながらまとまった文を読む。 

b: 環境問題、日本と外国の文化の違い、及び情報を伝える手段とし

て英語を学ぶことについてまとまった文を読む。 

c: 学習した事項を理解し，論理構成を意識して，まとまりのある文を

理解しようという態度が見られる。 

定期考査 

（リーディング） 

授業内課題 

話すこと 

(発表) 

a: 単語を正しく発音することができる。意味の区切りを意識して話

すことができる。抑揚やアクセントを付けて話すことができる。学

習した表現を正しく使うことができる。  

b: 環境問題、日本と外国の文化の違い、及び情報を伝える手段とし

て英語を学ぶことについて自分の意見を伝える。 

c: 学習した表現や文法を用いて、自分の意思や考えを相手になんと

か伝えようとする態度がみられる。 

授業内活動 

（スピーキング） 

書くこと 

a: 名詞を修飾する様々な表現を理解し、情報を追加する様々な文の

構造を理解して文を組み立てる。 

b: 環境問題、日本と外国の文化の違い、及び情報を伝える手段とし

て英語を学ぶことについて、自分の意見をパラグラフの構成に意識

して詳しく書いて伝える。 

c: 学習した表現や文法を用いて、自分の意思や考えをなんとか伝え

ようとする態度がみられる。 

定期考査 

（ライティング） 

授業内課題 

中間考査 

Lesson 8 

Is Japan 

open 

enough? 

 

Lesson 9 

What if you 

were rich? 

聞くこと 

a: 会話の音声を聞いて、内容を聞き取ることができる。 

b: 会話の音声を聞いて、話者の気持ちや重要な情報は何かを考える

ことができる。 

c: 発話を聞き取り、内容を理解しようとする態度が見られる。 

授業内小テスト 

（リスニング） 

読むこと 

a: 直接話法・間接話法・条件や仮定など、相手に情報を伝えるための

様々な伝達表現を理解しながらまとまった文を読む。 

b:日本の労働環境についてまとまった文を読んで情報を得る。また、

宝くじが当たったら、という仮定の話を理解する。 

c: 学習した事項を理解し，論理構成を意識して，まとまりのある文を

理解しようという態度が見られる。 

定期考査 

（リーディング） 

授業内課題 

話すこと 

(発表) 

a: 単語を正しく発音することができる。意味の区切りを意識して話

すことができる。抑揚やアクセントを付けて話すことができる。学

習した表現を正しく使うことができる。  

b: 日本の労働環境について自分の意見をペアやグループで議論す

る。また、宝くじが当たったら、という仮定の話をスピーチを意識

して伝える。 

c: 学習した表現や文法を用いて、自分の意思や考えを相手になんと

か伝えようとする態度がみられる。 

授業内活動 

（スピーキング） 
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書くこと 

a: 直接話法・間接話法・条件や仮定など、相手に情報を伝えるための

様々な伝達表現を理解し文を組み立てる。 

b: 日本の労働環境について自分の意見をまとめ、ペアやグループで

議論するための原稿を作る。また、宝くじが当たったら、という仮

定の話をスピーチを意識してまとまった文を書く。 

c: 学習した表現や文法を用いて、自分の意思や考えを相手になんと

か伝え、相手の意見や考えを理解しようとする態度がみられる。 

定期考査 

（ライティング） 

授業内課題 

期末考査 

 

Lesson 10 

How might 

AI affect 

our lives? 

 

Lesson 11 

What is a 

healthy 

life? 

 

Lesson 12  

What is 

important 

when we 

sell 

chocolate? 

聞くこと 

a: 会話の音声を聞いて、内容を聞き取ることができる。 

b: 会話の音声を聞いて、話者の気持ちや重要な情報は何かを考える

ことができる。 

c: 発話を聞き取り、内容を理解しようとする態度が見られる。 

授業内小テスト 

（リスニング） 

読むこと 

a: 数量表現や比較、否定を表す表現や文の構造を理解しながらまと

まった文を読む。 

b: AI との共生、睡眠時間、チョコレートの販売についてまとまった

文を読み、情報を得ながら自分の意見を持つ。 

c: 学習した事項を理解し，論理構成を意識して，まとまりのある文を

理解しようという態度が見られる。 

定期考査 

（リーディング） 

授業内課題 

話すこと 

(発表) 

a: 単語を正しく発音することができる。意味の区切りを意識して話

すことができる。抑揚やアクセントを付けて話すことができる。学

習した表現を正しく使うことができる。  

b: 自分の意見や考えを述べ合い、人と意見交換をする。主張が似て

いるもので意見をまとめたり、異なるものに反論したり、ディベー

トを意識して、お互いに建設的な意見を話して伝え合う。 

c: 学習した表現や文法を用いて、自分の意思や考えを相手になんと

か伝えようとする態度がみられる。 

授業内活動 

（スピーキング） 

書くこと 

a: 数量表現や比較、否定を表す表現や文の構造を理解し、文を組み立

てる。 

b: プレゼンテーションを意識して構成や伝え方を考え、主張の根拠

になる資料やデータも準備して間 t 待った文を書く。また、グルー

プで意見交換をし、賛否の意見を主張できるように協力してまと

まった拳固をつくる。 

c: 学習した表現や文法を用いて、自分の意思や考えを相手になんと

か伝えようとする態度がみられる。 

定期考査 

（ライティング） 

授業内課題 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


